
は
じ
め
に

証
研
レ
ポ
ー
ト
の
第
一
号
が
発
行
さ
れ
た
の
は
昭
和
三
三
年
一
二
月
一
一
日
に
遡
る
か
ら
、
平
成
二
〇
年
一
二
月
発
行
の
本
号
を

以
っ
て
、
創
刊
か
ら
五
〇
年
を
迎
え
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
五
〇
年
間
、
証
研
レ
ポ
ー
ト
は
中
断
さ
れ
る
こ
と
な
く
定
期
的
に
発
行

さ
れ
、
発
行
号
数
は
一
六
五
一
号
、
掲
載
さ
れ
た
論
文
数
は
六
〇
六
六
本
に
達
す
る
。
大
阪
研
究
所
の
発
行
す
る
定
期
刊
行
物
は
他

に
「
証
券
経
済
」
や
「
証
研
資
料
」
等
が
あ
っ
た
が
、
何
れ
も
東
京
研
究
所
の
出
版
物
と
統
合
さ
れ
、
今
日
で
は
「
証
研
レ
ポ
ー
ト
」

が
大
阪
研
究
所
の
唯
一
の
発
行
物
と
な
っ
た
。
従
っ
て
、
証
研
レ
ポ
ー
ト
五
〇
年
の
歴
史
は
、
大
阪
研
究
所
五
〇
年
の
歴
史
と
も
い

え
る
だ
ろ
う
。

証
研
レ
ポ
ー
ト
は
、
創
刊
号
か
ら
今
日
ま
で
、
何
ら
変
わ
る
こ
と
な
く
共
通
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ま
ず
、
レ
ポ
ー
ト
の
デ

ザ
イ
ン
で
あ
る
。
表
紙
の
タ
イ
ト
ル
や
デ
ザ
イ
ン
は
今
も
昔
も
全
く
同
じ
で
あ
り
、
ハ
ン
デ
ィ
な
小
冊
子
と
い
う
点
で
も
変
わ
り
な

い
。
ま
た
、
昨
今
流
行
の
多
色
刷
り
で
は
な
く
モ
ノ
ト
ー
ン
で
あ
る
。
こ
の
間
、
一
度
だ
け
デ
ザ
イ
ン
を
変
え
よ
う
と
、
黄
色
の
紙

で
発
行
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
だ
が
、
黄
色
の
レ
ポ
ー
ト
は
世
に
い
う
〝
イ
エ
ロ
ー
ペ
ー
パ
ー
〞
で
あ
り
、
証
研
レ
ポ
ー
ト
の
品
位

を
落
と
す
と
外
部
か
ら
の
批
判
が
あ
っ
た
。
〝
イ
エ
ロ
ー
ペ
ー
パ
ー
〞
は
世
俗
的
な
経
済
情
報
誌
の
蔑
称
で
あ
る
。
好
意
的
な
外
部

か
ら
の
批
判
を
受
け
て
、
黄
色
の
紙
面
は
二
号
だ
け
の
発
行
で
終
わ
り
旧
に
戻
っ
て
い
る
（
昭
和
四
七
年
四
月
）。
ま
た
、
証
研
レ

ポ
ー
ト
で
取
り
上
げ
る
テ
ー
マ
も
共
通
し
て
い
る
。
ど
の
時
期
に
あ
っ
て
も
常
に
当
面
す
る
証
券
市
場
に
係
わ
る
新
し
い
問
題
、
鮮
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度
の
高
い
旬
の
問
題
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
。
取
り
上
げ
た
問
題
を
分
析
す
る
重
点
の
置
き
所
は
変
わ
っ
て
も
、
現
実
問
題
を
テ
ー

マ
に
し
て
い
る
点
で
は
、
い
さ
さ
か
の
変
化
も
な
い
。

と
は
い
え
、
こ
の
五
〇
年
間
、
何
の
変
化
も
無
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
毎
号
発
行
さ
れ
る
論
文
の
数
や
発
行
方
式
、
内

容
の
重
点
の
置
き
所
、
こ
う
し
た
点
で
は
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
る
。
証
研
レ
ポ
ー
ト
の
執
筆
は
外
部
原
稿
で
は
な
く
研
究
所
の
メ

ン
バ
ー
で
あ
る
。
従
っ
て
、
構
成
メ
ン
バ
ー
が
増
え
れ
ば
論
文
の
数
も
増
え
、
ま
た
、
カ
バ
ー
す
る
問
題
領
域
も
広
が
る
。
研
究
テ

ー
マ
は
与
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
研
究
員
の
自
由
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
構
成
メ
ン
バ
ー
が
増
え
る
と
多
面
的
な
テ
ー
マ

を
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
構
成
メ
ン
バ
ー
が
少
な
く
な
る
と
、
掲
載
論
文
も
少
な
く
な
り
、
発
行
形
式
も
変
化
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
証
研
レ
ポ
ー
ト
は
長
ら
く
の
間
、
毎
週
、
発
行
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
研
究
員
の
メ
ン
バ
ー
が
減
少
す
る
と
毎
週
発

行
が
困
難
と
な
り
、
月
刊
発
行
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
大
阪
研
究
所
を
巡
る
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
専
任
研
究
員
体
制
か
ら
客
員
研

究
員
体
制
へ
移
行
す
る
と
、
月
刊
発
行
も
困
難
と
な
り
、
現
在
の
よ
う
に
隔
月
発
行
に
な
っ
た
。
証
研
レ
ポ
ー
ト
の
タ
イ
ト
ル
や
取

り
上
げ
る
問
題
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
上
述
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
五
〇
年
間
、
証
研
レ
ポ
ー
ト
は
ど
の
よ
う
な
歴
史
を
辿
っ
て
き
た
か
、
過
去
の
レ
ポ
ー
ト
を
読
み
返
し
、
様
々
の

記
録
を
辿
っ
て
、
創
刊
号
か
ら
今
日
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

以
下
で
は
、
大
阪
研
究
所
と
い
う
表
現
を
用
い
る
が
、
厳
密
に
は
（
財
）
日
本
証
券
経
済
研
究
所
大
阪
研
究
所
で
あ
る
。
創
設
当

時
の
名
称
は
「
大
阪
証
券
経
済
研
究
所
」
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
四
年
に
東
京
研
究
所
と
統
合
し
、「（
財
）
日
本
証
券
経
済
研
究
所

大
阪
研
究
所
」
と
名
称
が
変
更
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
、
表
現
を
簡
略
に
す
る
た
め
大
阪
研
究
所
と
い
う
用
語
を
使
用
す
る
。
ま
た
、

所
内
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
敬
称
を
省
略
す
る
こ
と
を
お
断
り
し
た
い
。
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１
　
大
阪
研
究
所
の
創
設
と
証
研
レ
ポ
ー
ト
の
発
行

証
研
レ
ポ
ー
ト
は
大
阪
研
究
所
の
創
設
と
同
じ
時
期
に
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
大
阪
証
券
経
済
研
究
所
」
は
、
戦
後
北

浜
証
券
界
の
重
鎮
で
あ
っ
た
高
橋
要
氏
の
リ
ー
ド
に
よ
っ
て
昭
和
三
七
年
七
月
に
創
設
さ
れ
た
。
高
橋
要
氏
は
大
阪
研
究
所
の
創
設

に
つ
い
て
、
対
談
で
次
の
よ
う
に
設
立
の
経
緯
を
回
顧
し
て
い
る
。「
私
は
『
こ
れ
か
ら
の
証
券
界
は
、
し
っ
か
り
し
た
経
済
分
析

の
で
き
る
調
査
機
構
を
持
た
な
い
と
時
代
に
立
ち
遅
れ
る
』
と
思
い
、
証
券
界
の
手
で
研
究
所
を
つ
く
ろ
う
と
考
え
た
の
で
す
。
そ

こ
で
、
勉
強
家
の
熊
取
谷
（
武
）
さ
ん
に
目
を
つ
け
た
。
…
た
だ
し
、
ぼ
く
の
い
う
研
究
所
で
は
、
統
計
を
集
め
て
整
理
す
る
よ
う

な
仕
事
は
い
ら
ん
、
生
き
て
動
い
て
い
る
経
済
を
と
ら
え
る
研
究
を
や
ら
ん
か
、
や
る
気
が
あ
る
な
ら
、
こ
っ
ち
の
取
引
所
と
協
会

を
中
心
に
し
て
研
究
所
を
作
っ
て
や
る
が
ど
う
だ
、
と
い
っ
た
。
そ
し
た
ら
、
そ
れ
は
結
構
で
す
な
、
と
い
う
の
で
始
め
た
の
で
す
」

（
日
本
証
券
史
資
料
　
戦
後
編
　
第
四
巻
　
一
四
五
頁
）。
そ
し
て
、
大
阪
研
究
所
の
所
長
と
し
て
熊
取
谷
が
迎
え
ら
れ
た
。

研
究
所
が
創
設
さ
れ
る
と
次
々
と
定
期
刊
行
物
が
創
刊
さ
れ
、
三
四
年
八
月
に
は
「
証
券
経
済
月
報
」
と
「
証
研
資
料
」、
三
四

年
一
二
月
に
は
「
株
価
見
通
し
」、
三
七
年
に
は
「
銘
柄
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
が
発
行
さ
れ
た
。
多
く
の
刊
行
物
が
創
刊
さ
れ
る
中
で
、

最
初
に
発
行
さ
れ
た
の
が
「
証
研
レ
ポ
ー
ト
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
多
く
の
刊
行
物
が
統
合
も
し
く
は
廃
刊
さ
れ
る
中
で
、
証
研
レ

ポ
ー
ト
だ
け
が
今
日
ま
で
存
続
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

証
研
レ
ポ
ー
ト
が
創
刊
さ
れ
た
の
は
昭
和
三
三
年
一
二
月
一
一
日
で
あ
っ
た
が
、
発
行
当
初
は
旬
刊
で
あ
り
、
昭
和
三
四
年
六
月

一
二
日
（
一
九
号
）
ま
で
旬
刊
発
行
が
続
い
た
。
掲
載
論
文
数
は
一
〇
号
ま
で
が
五
本
、
一
一
号
か
ら
一
九
号
ま
で
が
六
本
で
あ

る
。注

目
す
べ
き
は
、
証
研
レ
ポ
ー
ト
の
原
型
は
こ
の
時
期
に
形
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
創
刊
号
の
目
次
を
見
る
と
、
冒
頭
論
文
に

熊
取
谷
の
「
世
界
的
な
株
不
足
の
底
流
」
が
あ
り
、
次
い
で
研
究
員
の
論
文
「
結
論
の
で
た
資
本
組
入
改
正
案
」、「
楽
観
的
な
経
済
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見
通
し
」、「
証
取
法
第
四
九
条
へ
の
疑
問
」、「
ア
メ
リ
カ
の
株
高
と
機
関
投
資
」
と
続
い
て
い
る
。
熊
取
谷
の
テ
ー
マ
は
株
価
の
見

通
し
に
関
す
る
論
文
だ
が
、
研
究
員
の
論
文
テ
ー
マ
は
市
況
分
析
や
学
際
的
な
問
題
、
海
外
証
券
市
場
の
紹
介
等
で
あ
る
。
ま
た
、

翌
年
の
新
年
号
に
は
「
今
年
の
景
気
と
株
価
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
熊
取
谷
が
執
筆
し
て
い
る
。
こ
の
ス
タ
イ
ル
は
、
熊
取
谷
が
証

研
レ
ポ
ー
ト
を
擱
筆
す
る
昭
和
五
五
年
一
一
月
（
一
〇
八
八
号
）
ま
で
変
わ
る
こ
と
な
く
継
続
し
、
熊
取
谷
は
毎
週
発
行
の
レ
ポ
ー

ト
に
巻
頭
論
文
を
執
筆
し
、
新
年
号
に
は
必
ず
「
今
年
の
景
気
と
株
価
」
と
い
う
内
容
で
株
式
市
場
の
予
測
を
行
っ
て
い
た
。

創
設
当
初
の
研
究
員
は
二
名
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
年
末
に
は
四
名
と
な
り
、
三
四
年
に
は
七
名
、
三
五
年
に
は
一
四
名
と
増

え
て
い
く
。
研
究
員
の
増
加
と
共
に
証
研
レ
ポ
ー
ト
の
発
行
体
制
も
整
っ
て
昭
和
三
四
年
六
月
か
ら
週
刊
で
発
行
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
表
１
は
、
証
研
レ
ポ
ー
ト
発
行
の
推
移
を
、
研
究
員
の
構
成
、
発
行
形
式
と
論
文
数
の
変
化
か
ら
区
分
し
た
も
の
で
あ
る
。

以
下
で
は
、
こ
の
区
分
に
従
っ
て
、
各
時
期
の
特
徴
を
簡
単
に
み
て
い
く
。

２
　
研
究
員
の
増
加
と
証
研
レ
ポ
ー
ト
の
拡
大
（
昭
和
三
四
年
六
月
〜
昭
和
四
二
年
五
月
）

証
研
レ
ポ
ー
ト
は
昭
和
三
四
年
六
月
二
九
日
発
行
の
二
〇
号
か
ら
週
刊
で
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
以
後
、
週
刊
発
行
は
昭

和
六
三
年
三
月
一
四
日
発
行
の
一
四
三
六
号
ま
で
継
続
す
る
。
約
三
〇
年
間
、
週
刊
で
発
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

週
刊
発
行
が
長
ら
く
続
く
と
は
い
え
、
掲
載
論
文
数
は
異
な
る
。
昭
和
三
四
年
六
月
発
行
の
二
〇
号
か
ら
昭
和
四
二
年
五
月
発
行

の
四
二
二
号
ま
で
は
、
掲
載
論
文
数
は
常
に
五
本
で
あ
り
、
ま
た
、
各
種
の
特
集
号
が
発
行
さ
れ
て
い
る
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。

こ
の
期
間
は
研
究
員
や
職
員
が
増
員
さ
れ
、
こ
の
面
か
ら
い
え
ば
、
研
究
所
の
黄
金
期
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

ま
ず
、
研
究
員
の
推
移
を
み
る
と
、
昭
和
三
五
年
一
四
名
、
三
六
年
一
五
名
と
な
り
、
三
七
年
か
ら
三
九
年
ま
で
は
実
に
二
一
名

と
ピ
ー
ク
に
達
し
て
い
る
。
事
務
職
員
も
三
四
年
の
五
名
か
ら
三
七
年
に
は
一
四
名
と
過
去
最
大
と
な
っ
て
い
る
。
当
時
に
お
い
て
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表１　研究員の構成と証研レポート発行の推移

年
研究員の構成

専任 嘱託 客員 号 論文数 備考

昭和33（1958） 4 ─ ─ 1～19 5～6

・創刊号発行　昭和33年12月11日
・昭和33年12月から34年５月まで旬刊発行
・掲載論文数　５本（１～10号） ６本
（11～19号）

昭和35（1960） 14 ─ ─

昭和37（1962） 21 ─ ─

昭和41（1966） 19 ─ ─

昭和43（1968） 12 ─ ─

昭和45（1970） 9 ─ ─

昭和49（1974） 8 ─ ─

昭和55（1980） 6 ─ ─
1088～1436 2

・昭和55年11月　1088号で熊取谷武　証研
レポートを擱筆
・論文数は２本となり、レポートの字数制
限は完全に無くなる

昭和63（1988） 5 ─ ─

1437～1616 4～5

・証研レポートは週刊発行から月刊発行
へ。
・平成12年以降、専任研究員が少なくなり、
証研レポートの発行が困難になってき
た。このため、平成12年から大学は移籍
した元研究員の寄稿により、掲載論文数
を維持。

平成３（1991） 6 ─ ─
平成４（1992） 7 ─ ─
平成７（1995） 8 ─ ─

平成12（2000） 7 ─ 1
平成13（2001） 6 ─ 4
平成14（2002） 4 ─ 4

平成15（2003） 1 ─ 5

1617～現在 4～5

・平成15年４月から大阪研究所は専任研究委員体
制から客員研究員体制へ移行。
・研究体制の変更に伴い証研レポートの執筆は、
元研究員を中心とする「証券経済研究会」のメ
ンバーによって、引き続き発行。
・証研レポートは月刊発行から隔月発行へ変更
・「証券経済研究会」は毎月開催されていたが、
平成19年から月に２回、定例的に開催。

平成16（2004） 0 ─ 7

平成17（2005） 0 ─ 8

平成18（2006） 0 ─ 8

平成19（2007） 0 1 8

平成20（2008） 0 1 8

平成９（1997） 7 ─ ─

証研レポートの発行
計 発行形式

4 旬刊

昭和34（1959） 7 ─ ─ 7

週刊 20～422 5

・昭和34年６月より週刊発行スタート（週
刊発行は昭和34年６月（20号）から昭和
63年３月（1436号）まで継続）
・多くの特集号が発行
・論文数は常に５本

14
昭和36（1961） 15 ─ ─ 15

21
昭和40（1965） 20 ─ ─ 20

19
昭和42（1967） 13 ─ ─ 13

週刊 423～699 4

・論文数は常に４本
12

昭和44（1969） 11 ─ ─ 11
9

昭和47（1972） 7 ─ ─ 7
週刊 700～1087 3

・論文数３本は、ほぼ３本で推移
8

昭和53（1978） 7 ─ ─ 7

6
週刊

昭和61（1986） 7 ─ ─ 7

5

月刊

6
7
8
7
8

10
8

6

隔月刊

7

8

8

9

9



は
、
女
子
の
事
務
職
員
に
つ
い
て
は
全
員
が
研
究
補
助
員
で
あ
っ
た
。
研
究
員
は
各
自
が
各
種
の
新
聞
や
雑
誌
を
精
読
し
て
現
状
認

識
を
深
め
て
い
た
が
、
そ
の
中
で
新
聞
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
作
成
は
研
究
に
必
要
不
可
欠
な
最
も
重
要
な
作
業
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、

各
研
究
員
に
研
究
補
助
員
が
張
り
付
い
て
、
研
究
作
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
の
で
あ
る
。

研
究
員
の
メ
ン
バ
ー
が
増
加
す
る
と
、
様
々
の
企
画
が
可
能
と
な
り
各
種
の
刊
行
物
も
増
え
て
い
く
。
証
研
レ
ポ
ー
ト
に
も
、

様
々
の
特
集
号
が
組
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
特
集
号
は
市
況
分
析
、
そ
の
時
々
の
テ
ー
マ
に
焦
点
を
宛
て
た
特
集
、
海
外
経
済
・

海
外
証
券
・
海
外
景
気
の
特
集
号
、
企
業
研
究
な
ど
に
分
類
で
き
る
。

市
況
分
析
の
特
集
号
は
「
×
×
月
の
株
式
市
場
」、「
株
価
展
望
」、「
株
価
動
向
」、「
株
況
展
望
」、「
市
況
展
望
」、「
市
況
動
向
」

と
い
っ
た
タ
イ
ト
ル
で
、
昭
和
三
四
年
か
ら
昭
和
四
二
年
ま
で
の
間
、
六
四
回
発
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
時
々
の
テ
ー
マ
に
焦
点

を
宛
て
た
特
集
は
、
こ
の
間
、
八
回
組
ま
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
海
外
特
集
は
六
回
、
企
業
研
究
は
八
回
の
特
集
が
あ
る
。

な
お
、
昭
和
三
四
年
一
二
月
に
創
刊
さ
れ
た
「
株
価
見
通
し
」
は
、
三
九
年
一
一
月
、
証
研
レ
ポ
ー
ト
に
併
合
さ
れ
た
。

３
　
相
対
的
安
定
期
（
昭
和
四
二
年
五
月
〜
昭
和
四
七
年
一
一
月
）

昭
和
四
〇
年
の
証
券
不
況
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
増
員
し
て
い
た
研
究
員
は
、
一
転
、
減
少
し
て
い
く
。
昭
和
四
一
年
に
は
研
究

員
は
一
九
名
い
た
が
、
四
二
年
に
は
一
三
名
と
な
り
、
以
後
、
毎
年
減
り
続
け
、
四
五
年
に
は
九
名
に
な
っ
た
。
殆
ど
の
研
究
員
は

大
学
へ
移
籍
し
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
四
七
年
ま
で
の
研
究
員
は
九
名
で
あ
り
、
そ
の
後
の
時
期
と
比
較
す
る
と
相
対
的
に
安

定
し
て
い
た
時
期
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
間
の
掲
載
論
文
数
は
、
常
に
、
四
本
で
あ
る
。
毎
週
の
レ
ポ
ー
ト
は
熊
取
谷
の
巻
頭
論
文
で
始
ま
り
、
続
い
て
研
究
員
の
論

文
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
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前
期
に
つ
づ
い
て
、
こ
の
期
間
も
特
集
号
が
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
市
況
分
析
の
特
集
号
は
六
二
回
、
そ
の
時
々
の
テ
ー
マ
を
扱
っ

た
特
集
も
一
一
回
あ
る
。
こ
の
分
野
の
特
集
は
前
期
の
八
回
よ
り
も
多
い
点
が
注
目
さ
れ
る
。
更
に
特
筆
す
べ
き
は
、
四
七
年
五
月

か
ら
一
一
月
ま
で
の
間
、
三
一
回
に
亘
っ
て
「
海
外
証
券
経
済
資
料
紹
介
」
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
海
外
証
券
経
済
資

料
紹
介
」
は
、
証
研
資
料
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
企
業
合
併
」（
昭
和
四
七
年
三
月
）、「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
テ
イ
ク
オ
ー
バ
ー
の
経

済
的
背
景
」（
昭
和
四
七
年
四
月
）、「
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
と
証
券
市
場
」（
昭
和
四
七
年
八
月
）
と
連
動
し
、
さ
ら
に
「
証
研
資
料
」

の
別
冊
で
あ
る
「
海
外
証
券
経
済
分
析
」
第
一
号
（
昭
和
四
八
年
四
月
）、
第
二
号
（
昭
和
五
〇
年
一
二
月
）
に
発
展
し
て
い
く
。

ア
メ
リ
カ
の
銀
行
信
託
部
の
投
資
活
動
や
ア
メ
リ
カ
の
主
要
産
業
と
金
融
機
関
の
分
析
を
通
し
て
、
現
在
の
問
題
に
繋
が
る
テ
ー
マ

を
取
り
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
例
に
と
ど
ま
ら
ず
、
証
研
レ
ポ
ー
ト
で
取
り
上
げ
た
テ
ー
マ
は
、「
証
研
資
料
」、「
証
券
経
済
」

で
継
続
的
に
研
究
が
進
め
ら
れ
た
。
海
外
経
済
資
料
の
紹
介
は
、
そ
の
先
駆
け
で
も
あ
っ
た
。

４
　
研
究
員
の
減
少
と
週
刊
発
行
の
維
持
（
昭
和
四
七
年
一
二
月
か
ら
昭
和
五
五
年
一
一
月
ま
で
）

こ
の
時
期
か
ら
証
研
レ
ポ
ー
ト
の
原
稿
は
三
本
立
て
に
な
っ
た
。
研
究
員
が
昭
和
四
七
年
に
は
七
名
に
減
少
し
た
か
ら
で
あ
る
。

三
本
に
な
っ
た
と
い
っ
て
も
、
毎
回
、
厳
密
に
三
本
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
四
八
年
に
は
掲
載
論
文
四
本
が
一
回
、
五

二
年
に
は
三
回
あ
る
。
五
三
年
に
は
掲
載
原
稿
が
二
本
と
な
る
号
数
は
五
回
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
掲
載
論
文
数
は
一
定
し
て
い
た
が
、

研
究
員
の
減
少
で
掲
載
論
文
数
が
不
安
定
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

執
筆
者
の
メ
ン
バ
ー
が
減
少
す
る
と
、
色
々
な
変
化
が
出
て
く
る
。
研
究
員
の
執
筆
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
従
来
、
年
間
一
二
本

程
度
で
あ
っ
た
が
、
執
筆
回
数
も
少
し
増
え
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
論
文
数
が
少
な
い
と
、
従
来
の
字
数
制
限
も
緩
和
さ
れ
、
長

文
の
レ
ポ
ー
ト
も
で
て
く
る
。
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長
ら
く
の
間
、
レ
ポ
ー
ト
に
は
字
数
制
限
が
あ
り
、
原
則
と
し
て
八
〇
〇
字
、
も
し
く
は
一
二
〇
〇
字
で
あ
っ
た
。
字
数
制
限
が

あ
れ
ば
、
限
ら
れ
た
誌
面
で
内
容
を
凝
縮
す
る
文
章
作
成
の
訓
練
に
は
な
る
。
し
か
し
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
研
究
成
果
の
報
告
等
は

長
文
と
な
り
不
可
能
で
あ
る
。
こ
う
し
た
研
究
成
果
は
「
証
券
経
済
月
報
」
や
「
証
券
経
済
」
に
掲
載
し
て
い
た
が
、
字
数
制
限
が

緩
和
さ
れ
る
と
、
長
文
の
学
際
的
な
研
究
論
文
も
証
研
レ
ポ
ー
ト
に
掲
載
可
能
と
な
っ
て
き
た
。

字
数
制
限
の
緩
和
に
よ
っ
て
、
証
研
レ
ポ
ー
ト
の
内
容
が
少
し
変
化
し
て
き
た
。
こ
の
変
化
が
全
面
的
に
出
て
く
る
の
は
、
熊
取

谷
が
証
研
レ
ポ
ー
ト
を
擱
筆
す
る
昭
和
五
五
年
一
一
月
以
降
か
ら
で
あ
る
。

５
　
熊
取
谷
の
擱
筆
と
内
容
の
変
化
（
昭
和
五
五
年
一
二
月
か
ら
昭
和
六
三
年
三
月
ま
で
）

熊
取
谷
は
昭
和
五
三
年
九
月
に
大
阪
研
究
所
長
を
退
任
し
顧
問
に
就
任
し
た
。
顧
問
就
任
後
も
従
来
と
同
じ
く
証
研
レ
ポ
ー
ト
に

毎
号
執
筆
し
て
い
た
が
、
昭
和
五
五
年
一
一
月
二
四
日
、
一
〇
八
八
号
を
以
っ
て
証
研
レ
ポ
ー
ト
を
擱
筆
し
た
。
顧
問
と
し
て
平
成

五
年
五
月
ま
で
在
任
し
た
が
、
以
後
、
証
研
レ
ポ
ー
ト
に
執
筆
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

前
述
し
て
き
た
よ
う
に
、
熊
取
谷
は
証
研
レ
ポ
ー
ト
の
創
刊
号
か
ら
毎
週
、
巻
頭
論
文
の
執
筆
を
続
け
、
株
式
市
場
の
分
析
を
続

け
て
き
た
。
ま
た
、
証
研
レ
ポ
ー
ト
の
新
年
号
に
は
、
毎
年
、「
新
年
の
景
気
と
株
価
の
見
通
し
」
と
い
う
同
じ
よ
う
な
タ
イ
ト
ル

で
相
場
の
見
通
し
を
執
筆
し
て
き
た
。
一
一
月
二
四
日
号
の
最
後
の
レ
ポ
ー
ト
の
タ
イ
ト
ル
は
「
来
年
へ
か
け
て
の
景
気
の
見
通
し

―
株
価
の
基
調
を
決
め
る
も
の
と
し
て
―
」
で
あ
る
。
新
年
号
に
執
筆
の
予
定
だ
っ
た
ろ
う
、
と
推
測
で
き
る
。

熊
取
谷
の
擱
筆
に
よ
っ
て
、
ま
ず
、
証
研
レ
ポ
ー
ト
の
掲
載
論
文
数
が
少
な
く
な
り
、
昭
和
五
五
年
一
二
月
か
ら
六
三
年
三
月
ま

で
二
本
に
な
っ
た
。
掲
載
論
文
が
三
本
の
号
も
あ
っ
た
が
、
継
続
し
て
三
本
に
な
っ
た
こ
と
は
な
く
、
単
発
的
に
増
え
た
に
す
ぎ
な

い
。
研
究
員
は
六
名
な
い
し
七
名
で
前
期
よ
り
も
減
少
し
て
い
る
こ
と
、
レ
ポ
ー
ト
発
行
は
週
刊
発
行
を
維
持
し
て
い
た
か
ら
、
掲

（32）



載
論
文
数
が
二
本
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
レ
ポ
ー
ト
の
内
容
に
も
変
化
が
生
じ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
熊
取
谷
の
論
文
は
株
価
の
見
通
し
な
ど
、
投
資
家
サ
ー
ビ
ス

を
意
識
し
た
内
容
で
あ
っ
た
。
研
究
員
の
論
文
に
つ
い
て
も
、
昭
和
四
〇
年
代
末
ま
で
は
、
投
資
家
サ
ー
ビ
ス
を
意
識
し
た
論
文
も

多
か
っ
た
。
し
か
し
、
次
第
に
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
の
レ
ポ
ー
ト
は
減
少
し
て
い
く
。
熊
取
谷
の
擱
筆
後
も
、
し
ば
ら
く
の
間
は
、

「
当
面
の
市
況
」
と
い
っ
た
タ
イ
ト
ル
の
論
文
も
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
多
く
の
証
券
会
社
に
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
の
調
査
部
が

次
々
と
設
置
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
証
研
レ
ポ
ー
ト
が
証
券
会
社
の
総
合
調
査
部
機
能
を
果
た
す
必
要
も
薄
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

二
本
の
原
稿
を
週
刊
で
発
行
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
原
稿
字
数
を
制
限
す
る
と
小
冊
子
の
体
裁
が
整
わ
な
く
な
る
。
字
数
制
限
は

前
期
か
ら
現
実
に
は
有
名
無
実
で
あ
っ
た
が
、
二
本
体
制
に
移
行
し
て
か
ら
は
、
掲
載
論
文
の
字
数
が
多
く
な
り
、
現
在
の
レ
ポ
ー

ト
と
ほ
ぼ
同
じ
字
数
に
な
っ
た
。
同
時
に
、
テ
ー
マ
に
つ
い
て
も
、
よ
り
専
門
的
な
分
野
に
特
化
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
時
期
前
後
か
ら
補
充
研
究
員
は
全
て
大
学
院
博
士
課
程
の
修
了
者
で
あ
っ
た
か
ら
、
専
門
分
野
に
特
化
す
る
傾
向
に
拍
車
が
か

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

６
　
週
刊
発
行
か
ら
月
刊
発
行
へ
（
昭
和
六
三
年
四
月
か
ら
平
成
一
五
年
三
月
ま
で
）

証
研
レ
ポ
ー
ト
は
昭
和
六
三
年
四
月
か
ら
月
刊
で
発
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
創
刊
以
来
、
三
〇
年
近
く
週
刊
で
発
行
さ
れ
て

き
た
が
、
週
刊
発
行
は
六
三
年
三
月
一
四
日
発
行
の
一
四
三
六
号
で
終
了
し
た
。
月
刊
発
行
に
な
っ
た
の
は
、
研
究
員
メ
ン
バ
ー
の

補
充
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
、
レ
ポ
ー
ト
の
内
容
か
ら
判
断
し
て
週
刊
発
行
の
必
要
性
が
薄
れ
て
き
た
こ
と
、
論
文
数
が
二
本
で
は

貧
弱
で
あ
る
、
こ
う
し
た
理
由
に
基
づ
く
も
の
と
推
測
で
き
る
。

昭
和
六
三
年
か
ら
平
成
一
一
年
ま
で
は
、
研
究
員
数
は
六
〜
七
名
で
安
定
し
て
い
る
（
た
だ
し
、
昭
和
六
三
年
は
五
名
、
平
成
七
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年
は
八
名
）。
月
刊
発
行
に
変
更
さ
れ
た
た
め
掲
載
論
文
数
も
五
本
と
な
り
、
頁
数
も
五
〇
頁
を
超
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
以
前
と

比
較
し
て
分
厚
く
な
っ
た
が
、
小
冊
子
の
範
疇
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
。
レ
ポ
ー
ト
の
特
徴
で
あ
る
背
広
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
る
サ

イ
ズ
、
こ
の
点
は
明
確
に
意
識
さ
れ
て
い
る
。

月
刊
発
行
に
な
っ
た
が
、
研
究
員
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
回
数
に
変
化
は
な
い
。
レ
ポ
ー
ト
の
テ
ー
マ
の
特
徴
に
も
前
期
と
変
わ

り
な
い
。
昭
和
六
〇
年
代
に
は
、
米
銀
の
Ｍ
＆
Ａ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
Ｍ
＆
Ａ
関
連
業
務
、
米
国
で
盛
行
す
る
Ｌ
Ｂ
Ｏ
、
Ｌ
Ｂ
Ｏ
と
金

融
機
関
、
セ
キ
ュ
リ
タ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
等
の
テ
ー
マ
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
平
成
に
入
る
と
、
業
態
問
題
や
社
債
制
度
改
革
、
カ
ン

ト
リ
ー
フ
ァ
ン
ド
、
証
券
会
社
経
営
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
等
、
内
外
証
券
市
場
の
重
要
な
問
題
が
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
。

平
成
一
二
年
か
ら
一
三
年
に
か
け
て
証
研
レ
ポ
ー
ト
の
発
行
体
制
に
大
き
な
転
機
が
生
じ
て
く
る
。
研
究
員
が
退
職
し
て
も
研
究

員
の
補
充
が
行
わ
れ
ず
、
研
究
員
は
激
減
し
た
。
研
究
員
は
平
成
一
二
年
七
名
、
一
三
年
六
名
、
一
四
年
四
名
と
な
っ
た
。
レ
ポ
ー

ト
執
筆
者
が
激
減
す
る
と
レ
ポ
ー
ト
の
発
行
が
不
可
能
に
な
る
。
そ
こ
で
、
平
成
一
二
年
か
ら
大
学
に
移
籍
し
た
客
員
研
究
員
に
対

し
て
、
引
き
続
き
レ
ポ
ー
ト
の
執
筆
を
依
頼
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
証
研
レ
ポ
ー
ト
は
専
任
研
究
員
の
み
が
執
筆
し
、
外
部
か
ら
の
執
筆
は
全
く
無
か
っ
た
。
僅
か
に
数
本
の
寄
稿
が
あ

っ
た
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
か
ら
専
任
研
究
員
以
外
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
執
筆
が
始
ま
っ
た
。
客
員
研
究
員
に
よ
る
レ

ポ
ー
ト
執
筆
者
は
平
成
一
二
年
一
名
、
一
三
年
か
ら
一
五
年
初
め
ま
で
四
名
で
あ
る
。

専
任
研
究
員
が
激
減
し
た
が
、
大
学
へ
移
籍
し
た
元
研
究
員
は
客
員
研
究
員
と
し
て
引
き
続
き
レ
ポ
ー
ト
執
筆
に
協
力
し
た
の
で
、

こ
の
間
の
論
文
数
は
四
本
と
安
定
し
て
い
る
（
た
だ
し
、
平
成
一
四
年
四
月
か
ら
一
五
年
一
二
月
ま
で
は
三
本
）。
客
員
研
究
員
は

可
能
な
限
り
、
レ
ポ
ー
ト
の
継
続
発
行
に
協
力
し
た
の
で
あ
る
。
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７
　
客
員
研
究
員
体
制
へ
の
移
行
と
隔
月
刊
行
（
平
成
一
五
年
四
月
か
ら
現
在
）

平
成
一
五
年
四
月
、
大
阪
研
究
所
の
研
究
組
織
は
専
任
研
究
員
体
制
か
ら
客
員
研
究
員
体
制
へ
移
行
し
た
。
客
員
研
究
員
は
（
財
）

日
本
証
券
経
済
研
究
所
の
理
事
長
の
委
嘱
に
よ
る
も
の
で
、
大
阪
研
究
所
に
は
独
自
の
客
員
研
究
員
制
度
は
な
い
。
証
研
レ
ポ
ー
ト

は
、
平
成
一
五
年
四
月
か
ら
、
理
事
長
の
委
嘱
す
る
客
員
研
究
員
に
よ
っ
て
、
具
体
的
に
は
大
阪
研
究
所
の
元
研
究
員
を
中
心
と
す

る
客
員
研
究
員
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
は
、
専
任
研
究
員
の
メ
ン
バ
ー
が
少
な
く
な
っ
て
も
、
レ
ポ
ー
ト
発
行
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

研
究
補
助
員
に
よ
る
新
聞
記
事
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
の
作
成
や
レ
ポ
ー
ト
の
執
筆
、
研
究
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
が
整
え
ら
れ
て

い
た
。
ま
た
、
証
研
レ
ポ
ー
ト
の
原
稿
発
送
や
印
刷
所
と
の
や
り
と
り
も
事
務
局
で
行
っ
て
い
た
。
平
成
一
五
年
四
月
か
ら
、
こ
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
が
消
滅
し
、
事
務
局
体
制
も
無
く
な
り
、
客
員
研
究
員
が
自
ら
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

客
員
研
究
員
に
よ
っ
て
レ
ポ
ー
ト
を
継
続
的
に
発
行
す
る
と
い
っ
て
も
、
客
員
研
究
員
は
関
西
地
区
だ
け
で
な
く
北
陸
な
ど
各
地

に
散
在
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
如
何
に
し
て
証
研
レ
ポ
ー
ト
を
継
続
的
に
発
行
し
て
い
く
か
、
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
き
た
。

継
続
的
に
発
行
す
る
た
め
、
証
券
経
済
研
究
会
が
継
続
的
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
証
券
経
済
研
究
会
は
、
従
来
か
ら
開
催

さ
れ
て
い
る
研
究
会
だ
が
、
こ
の
研
究
会
の
重
要
性
が
一
段
と
高
ま
り
、
研
究
会
で
の
報
告
と
徹
底
的
な
討
論
を
へ
て
、
証
研
レ
ポ

ー
ト
の
執
筆
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
証
券
経
済
研
究
所
の
ホ
ー
ム
・
ペ
ー
ジ
に
は
、「
証
券
経
済
研
究
会
」

の
報
告
者
と
研
究
報
告
の
タ
イ
ト
ル
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
研
究
会
報
告
の
タ
イ
ト
ル
と
証
研
レ
ポ
ー
ト
の
タ
イ

ト
ル
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
れ
る
だ
ろ
う
。
証
研
レ
ポ
ー
ト
の
執
筆
者
は
、
原
則
と
し
て
、
こ
の
研
究
会
の
レ
ギ
ュ
ラ

ー
メ
ン
バ
ー
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

当
初
の
客
員
研
究
員
の
メ
ン
バ
ー
は
六
名
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
少
し
ず
つ
増
え
て
九
名
と
な
っ
た
。
ま
た
、
平
成
一
九
年
に
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は
特
別
嘱
託
研
究
員
の
ポ
ス
ト
が
新
設
さ
れ
、
研
究
上
で
の
事
務
体
制
も
少
し
補
強
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
更
に
、
証
券
経
済
研

究
会
も
平
成
一
九
年
か
ら
月
に
二
回
開
催
さ
れ
て
い
る
。
研
究
会
開
催
日
が
増
え
る
と
、
研
究
会
報
告
に
ゲ
ス
ト
・
ス
ピ
ー
カ
ー
を

招
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
異
な
る
専
門
分
野
の
ゲ
ス
ト
・
ス
ピ
ー
カ
ー
を
招
き
、
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
は
、
研
究
会
メ
ン
バ
ー
の
同

意
を
得
た
上
で
、
報
告
内
容
を
証
研
レ
ポ
ー
ト
に
掲
載
し
て
い
る
。

研
究
会
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
メ
ン
バ
ー
が
増
え
、
ま
た
、
ゲ
ス
ト
・
ス
ピ
ー
カ
ー
の
報
告
も
レ
ポ
ー
ト
に
掲
載
す
る
よ
う
に
な
る
と
、

毎
号
発
行
さ
れ
る
レ
ポ
ー
ト
の
本
数
も
増
え
、
昨
今
の
掲
載
論
文
は
四
〜
五
本
と
な
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
証
研
レ
ポ
ー
ト
発
行

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
が
無
く
な
っ
た
こ
と
、
客
員
研
究
員
が
各
地
に
散
在
し
て
い
る
こ
と
、
こ
の
た
め
証
研
レ
ポ
ー
ト
の
継
続
発

行
に
は
相
当
の
努
力
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
レ
ポ
ー
ト
の
テ
ー
マ
を
継
続
的
に
発
見
し
て
い
く
こ
と
が
難
し
い
。
し
か
し
、

研
究
会
メ
ン
バ
ー
は
元
研
究
員
が
中
心
で
あ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
継
続
発
行
が
不
可
能
に
な
る
ほ
ど
の
大
き
な
困
難
は
な
い
。
研

究
員
に
と
っ
て
レ
ポ
ー
ト
の
執
筆
は
当
面
の
研
究
目
標
と
な
り
、
研
究
員
相
互
の
討
論
は
研
究
上
の
新
鮮
で
大
き
な
刺
激
で
あ
る
。

し
か
し
、
メ
ン
バ
ー
の
流
動
化
も
予
想
さ
れ
る
の
で
、
新
た
な
執
筆
メ
ン
バ
ー
の
養
成
が
今
後
の
最
大
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

む
す
び

証
研
レ
ポ
ー
ト
は
、
こ
の
半
世
紀
間
、
中
断
さ
れ
る
こ
と
な
く
継
続
的
に
発
行
さ
れ
て
き
た
。
レ
ポ
ー
ト
の
発
行
部
数
は
、
昭
和

六
三
年
に
は
四
七
〇
〇
部
、
平
成
九
年
に
は
四
〇
五
〇
部
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
減
少
し
、
今
月
号
の
発
行
部
数
は
二
五
三
〇
部
で

あ
る
。
発
行
部
数
の
減
少
は
、
日
本
証
券
経
済
研
究
所
の
ホ
ー
ム
・
ペ
ー
ジ
で
全
文
が
公
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
起
因
す
る
だ
ろ

う
。
こ
の
間
、
レ
ポ
ー
ト
の
内
容
に
関
す
る
批
判
は
あ
っ
た
が
、
レ
ポ
ー
ト
の
発
行
中
止
を
求
め
る
要
求
は
未
だ
か
っ
て
無
い
。

継
続
的
に
発
行
さ
れ
て
き
た
と
は
い
え
、
こ
の
間
、
継
続
発
行
が
危
ぶ
ま
れ
る
局
面
が
何
度
も
あ
っ
た
。
最
大
の
危
機
は
、
平
成
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一
三
年
か
ら
一
四
年
に
か
け
て
研
究
員
の
メ
ン
バ
ー
が
激
減
し
、
一
五
年
の
初
め
に
は
メ
ン
バ
ー
が
実
質
的
に
は
三
名
に
な
っ
た
時

で
あ
る
。
そ
し
て
、
平
成
一
五
年
四
月
か
ら
大
阪
研
究
所
は
従
来
の
専
任
研
究
員
体
制
か
ら
客
員
研
究
員
体
制
へ
移
行
し
、
証
研
レ

ポ
ー
ト
執
筆
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
も
崩
壊
し
た
時
で
あ
る
。
こ
う
し
た
危
機
に
直
面
し
な
が
ら
も
、
証
研
レ
ポ
ー
ト
が
継
続
的
に

発
行
で
き
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
理
由
を
研
究
シ
ス
テ
ム
や
研
究
理
念
の
面
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
、
継
続
発
行
を
可
能
に
す
る
牢
固
た
る
研
究
シ
ス
テ
ム
が
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
レ
ポ
ー
ト
の
テ
ー
マ
と
な
る
新
し

い
問
題
の
発
見
や
、
発
見
し
た
問
題
点
を
深
く
追
求
す
る
に
は
、
問
題
意
識
を
持
っ
て
新
聞
を
読
み
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
を
作
成
す
る
作

業
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
作
業
は
ネ
ッ
ト
の
新
聞
記
事
検
索
で
は
絶
対
に
不
可
能
で
あ
る
。
レ
ポ
ー
ト
執
筆
者
に
は
、
こ
の
作
業

が
研
究
上
の
習
慣
と
な
っ
て
い
る
。
以
前
は
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
の
作
成
に
は
研
究
補
助
員
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
各
自

で
行
っ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、「
証
券
経
済
研
究
会
」
で
テ
ー
マ
を
報
告
し
討
論
を
重
ね
る
。
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
の
作
成
や
研
究
会
で

の
報
告
と
討
論
、
こ
の
研
究
方
法
は
レ
ポ
ー
ト
執
筆
の
長
い
歴
史
が
作
り
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
客
員
研
究
員
体
制
に
移
行
し
て
か

ら
は
、
研
究
会
で
の
報
告
と
討
論
が
特
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

次
に
、
優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
の
存
在
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
初
代
所
長
の
熊
取
谷
は
研
究
の
自
由
を
最
大
限
に
保
障
し
、
研
究

テ
ー
マ
は
研
究
員
の
自
発
的
な
研
究
に
委
ね
た
。
熊
取
谷
が
所
長
を
退
任
し
た
後
は
、
見
識
の
あ
る
研
究
員
が
実
質
的
に
リ
ー
ダ
ー

と
な
り
、
証
研
レ
ポ
ー
ト
に
研
究
成
果
を
精
力
的
に
発
表
し
て
い
る
。
新
人
研
究
員
は
先
輩
研
究
員
の
研
究
ス
タ
イ
ル
を
学
ん
で
い

っ
た
。
大
阪
研
究
所
の
存
続
が
危
機
的
状
態
に
な
っ
た
平
成
一
五
年
前
後
に
は
リ
ー
ダ
ー
の
研
究
員
を
中
心
と
し
て
、
元
研
究
員
が

「
大
阪
研
究
所
の
灯
を
守
ろ
う
」
と
レ
ポ
ー
ト
の
継
続
発
行
に
努
力
し
た
。
こ
の
時
、
中
心
と
な
る
リ
ー
ダ
ー
が
居
な
け
れ
ば
レ
ポ

ー
ト
の
存
続
は
不
可
能
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
何
時
の
世
に
も
、
危
機
に
直
面
す
る
と
優
れ
た
人
材
が
頭
角
を
現
す
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
大
阪
研
究
所
に
は
研
究
所
創
設
者
の
精
神
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
研
究
所
の
創
設
は
戦
後
北
浜
証
券
界
の
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重
鎮
で
あ
る
高
橋
要
氏
の
尽
力
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
高
橋
要
氏
の
研
究
所
創
設
の
理
念
は
、
目
先
の
利
益
で
は
な
く
広
い
視

野
か
ら
現
実
の
証
券
市
場
を
分
析
す
る
研
究
所
、
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
高
橋
要
氏
の
理
念
は
、
中
ノ
島
公
会
堂
を
寄
贈
し
た
北
浜

の
岩
本
栄
之
助
の
文
化
を
育
て
る
精
神
と
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
北
浜
に
は
こ
う
し
た
精
神
が
昔
か
ら
流
れ
て
い
た
。
ま
た
、
関
西

に
は
、
も
と
も
と
、
実
証
分
析
を
重
視
す
る
伝
統
が
あ
る
。
こ
の
伝
統
と
高
橋
要
氏
の
理
念
が
研
究
所
の
根
底
に
流
れ
、
そ
れ
が
証

研
レ
ポ
ー
ト
と
い
う
形
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
う
。

（
な
か
じ
ま
　
ま
さ
た
か
・
特
別
嘱
託
研
究
員
）
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